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尿 路感 染症 に対す るCefroxadine (CGP-9000)の 臨床 的検討
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Cofroxadine (CGP-9000, CXD)を60例 の各種尿路感染症 に用 い次の結果 を得た。

(1) 急性単純性膀胱炎では,38例 中著効35例,有 効1例 であった。

(2) 男子,前 立腺膀胱炎では11例 中全例で有効以上の成績を得た。

(3) 基礎疾患を有する慢性膀胱炎では4例 中1例 著効,1例 有効 であ った。

(4) 上部尿路感染症(腎 盂腎炎)で は単純性症4例 で全例有効,基 礎疾患を合併 したものでも3例

中2例 有効 であ った。

(5) 以上臨床例 の検討では60例 中有効以上55例 の成績であ った。

(6) 細菌学的検討では66株 の分離菌 中大腸菌1株(感 性菌),Klebsiella 2株,P. mirabilis 1株,

P. morganii 1株,計6株 で菌存続をみた。

(7) 副作用 として は,皮 疹,消 化器症状等特別な異常をみたものはなか った。

は じ め に

Cefroxadine (CGP-9000, CXD)は 経口Cephalosporin

剤 の一種と して開発 されたものである。特 徴は,抗 菌力

が3位 にmethoxyを 導入 したことで,bactericidal ac-

tionが 強まったこと1),(そ のため動物 実験 感染症 での

ED50がCEX, CEDに 比 して小 さい)そ のpharmaco-

kineticsはcephalexinと ほぼ 同様で,生 体 内代 謝 な

く,80%以 上が活性 のまま尿中 に排泄 され る2)。

われわれも,今 回この薬剤 を入手する機会 を得,各 種

の尿路感染症 に用 い,そ の臨床評価 を行 ったのでその結

果 を報告する。

材 料 及 び 方 法

CXDを 投与 した対象患者は,急 性単純性膀胱炎が38

例,(女 子33例,男 子であ って 前立腺炎の合併が判然 と

せず,一 応単純性急性症 と した もの5例)で あ り,こ の

疾患群 の年齢は6歳 より72歳 までに分布 した(Table 1)。

また,男 子にあ って,前 立腺炎の合併を見出 し得た もの

は11例 で,そ のうち3例 に前立腺肥大症または他の膀胱

頸部疾患を合併 した(後 に示す慢性前立腺炎群 と異なり

いずれ も急性炎症であ る)。この群の 年齢 は23歳 よ り77

歳 までに分布 した(Table 2)。 次 に急性単純性腎孟腎炎

は4例 あり,女 子3例,男 子1例 であ った。基礎疾患を

有する急性腎盂腎炎患者は男子1例,女 子2例 にみられ

た。基礎疾患ある慢性膀胱 炎患者 は4例 で,男 子3例,

女子1例 であ った。後の3群 の患者年齢は24歳より79歳

に分布 した。

薬剤の投与量は単純性膀胱炎群で1日500mg分2と

した ものが22例,750mg分3と したものが16例 であっ

た。また前 立 腺 炎のあった:第2群 の患 者では1例 のみ

500mg分2で 他の10例 は750mg分3と した。Table

3,4に 集計 した11例 の3群 の患者では,500mg分2が

2例 で,他 は750mg分3で あ った。投与期間は,37例

で7目 間と したが,諸 種の事情 によ りこれより短かかっ

たものは,3日 間投与4例,4日 間投与2例,5日 間投

与13例,6日 間投与3例 であ り,ま た8日 間投与となっ

たもの も1例 あ った。

一部の起炎菌は保存 され,化 学療法学会標準法により

MICを 測定 した。

効果判定法 は,急 性単純性膀胱炎では,3乃 至4日 目

に 一旦UTI薬 効判定 に準 じた方法で 判定 した後,さ

らに投与終了時に も再検 し,投 与期間中の再燃のないこ

とを確認 した(一 部の症例では3ま たは4日 目判定後来

院せぬ もの,5日 目に来院 し以後来院せぬものなどもみ

られた)。前立腺炎を 合併 した症例 も判定は,前 立腺炎
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Table 1 Clinical summary of acute simple cystitis cases treated with CXD (1)
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Table 1 Clinical summary of acute simple cystitis cases treated with CXD (2)

Note: Symptoms, Bacteriuria and Pyuria: Before medication
3 or 4days after starting medication

Table 2 Clinical summary of bacteriae prostatito-cystitis treated with CXD

*  BPH: Benign prostatic hyperplasia
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Table 3 Clinical summary of simple acute pyelonephritie treated with CXD

Table 4 Clinical summary of complicated U. T. I. treated with CXD

の症状の軽快または消失と尿路感染所見の変化によ って

なされ,使 用前後の前立腺分泌液 中の細菌の消長は,使

用前の細菌尿の存在 と使用後の分泌液中菌消失のため,

判然とした判定をなし得 なか った。急性腎盂腎炎にあっ

ては1何 れも熱型と尿路感染所見 の変化を併せ判定を行

った。慢性膀胱炎患者での判定 は,細 菌尿,膿 尿の消失

改善を指標として判定 し,ほ ぼUTI薬 効評価基準第2

版に準じて行われた。副作用については主観的な ものの

問診に止め,血液学的及 び生化学的検査は行 わなか った。

結 果

急性単純性膀胱炎38例,膀 胱前立腺炎11例,急 性単純

性腎盂腎炎4例,急 性で 基礎 疾患を有 する:腎盂 腎炎3

例,慢性膀胱炎4例,計60例 における著効,有 効,無 効

をそれぞれまとめたものがTable 5と なる。下 部 尿 路

感染症 は,急 性膀胱炎38例 中有効以上36例,急 性単純性

膀胱前立腺炎8例 および前立腺肥大症 に合併 したもの3

例がすべて有効以上,慢 性で基礎疾患のある膀胱炎では

4例 中著効有効各1例 であ った。上部尿路感染症では,

単純な急性腎盂腎炎では4例 中著効3,有 効1,基 礎疾

患(結 石2,腎 機能低下1)が 加わ ったもので も急性発

症を したものは3例 中2例 著効 であ った。以上合計す る

と,60例 中47例著効,8例 有効,5例 無効 となり著効率

78.3%,有 効のみの率13.3%,計91.7%と なった。 うち,

基礎疾患のあるものでは10例 中7例(急 性前立腺膀胱炎

の3症 例を含む)70.0%に 有効であった。

細菌学的見地 より集 計す ると,Table 6の 如 く起炎菌

は66株 とな り,大 部分(38株)はE. coliで,次 いでKl-

ebsiella 7株,Protms mirabilis 5株,Enterobacter 2

株,そ れにProteus vulgaris, Proteus morganii, Ser-
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Table 5 Summary of clinical results

*  BPH: Benign prostatic hyperplasia

ratia marcesens各1株,計55株 がGram陰 性 桿菌で

あ り,Gram陽 性球菌 はS. epidermidis 6株(す べて単

独感染),S. faecalis 4株(単 独 感染2株),S. aureus

1株(単 独感染),計11株 であった。 その うち,治 療開

始後消失 したものは60株90.9%,存 続6株9.1%で あ っ

た。ちなみにMICを 測定 したものは大腸菌8株,Kle-

bsiella 2株,Proteus mirabilis 1株,S. faecalis 1株

で,大 部 分 は6.25μg/mlのMICを 示 したが,S.

faecalisは50μg/ml, E. coli 1株 は800μg/ml以 上,

Klebsiellaの1株 は200μg/ml以 上であった。 しか しこ

の後述 した3株 はいずれ も治療 開 始 後 菌 消失 をみてい

る。副作用と して皮疹,消 化器症状等特別な愁訴を見た

ものはなかった。

考 按

Cephalosporin系 薬剤 としてわが国で経口投与による

充分な吸収量が得 られ実用に供 されたものの最初はce-

phaloglycine(体 内代謝率高 く今 日ではあ まり用い られ

てはいない),次 いでcephalexinで あ った。その後 これ

に匹敵 あるいは凌駕するものはなかなか現われなか った

が,こ こ2,3年 で幾つかの ものが次々と登場 して来て,

基礎的,臨 床的検討の対象 とな り,臨 床治験が行われて

来ている。この薬剤 もその一つ である。

このような薬剤の臨床的な価値 は,や はり外来治療患

者 または入院中であ って も感染症 としては比較的全身状

態のよい患者 の慢性感染症および,比 較的激烈な症状を

示す急性症 での有効率 であ り,女 子の単純性急性膀胱炎

は,適 応疾患ではあるが,一 応薬剤が臨床に用 い得 るこ

Table 6 Bacteriological response to CXD

とを示す最低線を越えたことの指標に過ぎない。この薬

剤はまずその点では問題 ないものといえた。次いでわれ

われの臨床治験症例中このよ うな疾患群は60例中22例を

数 えた(男 子 の前立腺感染を伴う膀胱炎の多 くは女子に

比 しやや薬剤に対 し反応悪 く,経 口penicillin剤 では,

尿 の感染はとれて も前立腺内感染は消失 し難 く,再発が

早期にみ られ ることが多い。従 って女子単純性症とに一

線 を画すべき疾患 と考えられる し,ま た前立腺症の他の

疾患を合併症 と して有す ることも少な くない。今回の症

例 でも3例 は前立腺 肥大症を 合併 していた)。そのなか

での著効は12例54.5%,有 効7例31.8%,合 計86.3%と

まず まずの成績であ ったと考える。

特に,慢 性膀胱炎4例 中2例50%,急 性でも基礎疾患

ある腎盂腎炎3例 中2例67%有 効 という結果は症例数は

少 な く,多 施設か らの例を併せ考えなければこれのみで

薬効を云々す ることは出来ないにしろ,一 応の線は越え

た薬剤 と考え られる。副作用 と しては,胃 腸障害,皮 疹

などはわれわれの症例にはみ られなか った。投与期閥,

毎 日投与量については偏 り多 く,特 にdose-responseに

つ いて考察する成績ではなか った。細菌学的見地からす

ると,E. coliは38例 中1株 を除 き消失,残 存1株 はMIC

6.25μg/mlの 株なが らなおMIC 800μg/ml以 上を示

した菌が1株 あ ったが幸い消失 した。 これは自然治癒傾

向の強か ったものか,分 離,MIC測 定上の手順にどこ

か問題があ って耐性株選択があ ったのか不明である。ま

たProteus mirabilisの1株 は何かの 理由で菌消失がや

や遅れた感のある症例で高齢の女子でもあり微妙な基礎

疾患の存在 も疑われた。Klebsiellaの株では5株 消失,
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2株残存 したが,1株 は急性単純性膀胱炎での起炎菌で

MICも6.25μg/mlで ありCXD無 効 の 原因は 究明 し

得ていない。また他の1株 は基 礎 疾 患 ある慢性症で,

Serratia marcescensと の混 合 感 染 であ った。他の株 の

うち残存 したのSerratia marcescens 1株 の み で あ っ

た。Enterobacter 2株 で 菌消失を みた ことも含め,一

応臨床的には合格点 を与えられる薬剤である。
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Sixty patients suffering from UTI were treated with Cefroxadine (CGP-9000, CXD) a new orally active
cephalosporin. The results are as follows.
1) Of 38 acute cystitis cases, excellent response was seen in 35 and good in 1.
2) AU of 11 prostatocystitis cases, responded excellently to CXD. (including 2 cases having benign prostatic

hypoplasia)
3) Of 4 chronic complicated cystitis cases one excellent and one good responses were observed.
4) In upper urinary tract infection(pyelonephritis), good response was seen in all 4 acute simple infections

and 2 of 3 complicated infections.
5) As a total, 55 of 60cases responded favorably to CXD.
6) 66 strains were isolated from these 60 cases. Of them 6 strains were persistently cultured during CXD

administration. 2 Klebsiella strains, 1 Proteus mirabilis, 1 Proteus morganii, 1 Serratia marcescence were
the strains persisted.

7) No untoward reaction or abnormal laboratory data was observed in any case.


